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(57)【要約】
【課題】各画素に映像信号として電圧信号を供給すると
共に表示する階調を映像信号の大きさで制御する表示装
置において、階調再現性のばらつきが発生するのを抑制
する。
【解決手段】基板と、基板上でマトリクス状に配列した
複数の表示画素と、複数の表示画素の列に対応して配列
して複数の表示画素のそれぞれと接続するリセット電流
線と、それぞれのリセット電流線の一端と接続して配さ
れて、リセット電流線に表示画素をリセットするリセッ
ト電流を流す複数のリセット電流部と、フレーム毎にリ
セット電流部に一括して所定の電流を書き込むと共に、
時間順次でリセット電流部を走査駆動してリセット電流
線にリセット電流を流す走査制御部とを備え、走査制御
部が駆動するリセット電流部の走査方向が一方向ではな
いアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上でマトリクス状に配列した複数の表示画素と、
　前記複数の表示画素の列に対応して配列して前記複数の表示画素のそれぞれと接続する
リセット電流線と、
　前記それぞれのリセット電流線の一端と接続して配されて、前記リセット電流線に前記
表示画素をリセットするリセット電流を流す複数のリセット電流部と、
　フレーム毎に前記リセット電流部に一括して所定の電流を書き込むと共に、時間順次で
前記リセット電流部を走査駆動して前記リセット電流線に前記リセット電流を流す走査制
御部とを備え、
　前記走査制御部が駆動する前記リセット電流部の走査方向が一方向ではないことを特徴
とするアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記リセット電流部は、前記所定の電流を書き込み前記リセット線に前記リセット電流
を流すための同一構成の定電流部を２つ有し、
　前記走査制御部は、フレーム毎に、一方の定電流部が前記所定の電流を書き込んでいる
ときは、他方の電流部が前記リセット線に前記リセット電流を流すように交互に制御する
こと
　を特徴とする請求項１記載のアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記複数の表示画素のそれぞれは、陰極が低電位電源配線に接続された有機ＥＬダイオ
ードと、ドレイン電極が前記有機ＥＬダイオードの陽極に接続された第１スイッチトラン
ジスタと、ドレイン電極がリセット電流線に接続されソース電極が前記第１スイッチトラ
ンジスタのソース電極に接続された第２スイッチトランジスタと、ドレイン電極が前記第
１スイッチトランジスタのソース電極に接続されソース電極が高電位電源配線に接続され
た駆動トランジスタと、一方の電極が前記駆動トランジスタのゲート電極に接続された保
持容量とを少なくとも有すること
　を特徴とする請求項１または２に記載のアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　　前記走査制御部が駆動する前記リセット電流部の走査方向が少なくとも１フレーム毎
に逆転することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のアクティブマトリク
ス型有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薄膜トランジスタ(以下、ＴＦＴと記す)を用いてＴＦＴアレイ基板を構成し
たアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリクス型有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）表示装置では、各画素
で表示する階調を、映像信号の大きさで制御する。特許文献１には、映像信号として電圧
信号を利用するアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置が記載されている。
【０００３】
　特許文献１に記載された表示装置の画素は、ｐチャネル電界効果トランジスタである駆
動トランジスタと、有機ＥＬ素子と、第１及び第２キャパシタと、第１乃至第３スイッチ
ングトランジスタとを含んでいる。駆動トランジスタと第１スイッチングトランジスタと
有機ＥＬ素子とは、高電位電源線と低電位電源線との間で、この順に直列に接続されてい
る。第１キャパシタは、高電位電源線と駆動トランジスタのゲートとの間に接続されてい
る。第２スイッチングトランジスタは、駆動トランジスタのドレインとゲートとの間に接
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続されている。第２キャパシタの一方の電極は、駆動トランジスタのゲートに接続されて
いる。第３スイッチングトランジスタは、映像信号線と第２キャパシタの他方の電極との
間に接続されている。
【０００４】
　この表示装置では、画素間で駆動トランジスタの閾値電圧または移動度がばらついてい
る場合、それに起因して、駆動電流の大きさがばらつく。そのため、この表示装置では、
階調再現性が画素ごとにばらつく可能性がある。
【特許文献１】米国特許第６２２９５０６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、各画素に映像信号として電圧信号を供給すると共に表示する階調を映
像信号の大きさで制御する表示装置において、階調再現性のばらつきが発生するのを抑制
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するための本発明は、基板と、前記基板上でマトリクス状に配列した複
数の表示画素と、前記複数の表示画素の列に対応して配列して前記複数の表示画素のそれ
ぞれと接続するリセット電流線と、前記それぞれのリセット電流線の一端と接続して配さ
れて、前記リセット電流線に前記表示画素をリセットするリセット電流を流す複数のリセ
ット電流部と、フレーム毎に前記リセット電流部に一括して所定の電流を書き込むと共に
、時間順次で前記リセット電流部を走査駆動して前記リセット電流線に前記リセット電流
を流す走査制御部とを備え、前記走査制御部が駆動する前記リセット電流部の走査方向が
一方向ではないアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、各画素に映像信号として電圧信号を供給すると共に表示する階調を映
像信号の大きさで制御する表示装置において、階調再現性のばらつきが発生するのを抑制
するアクティブマトリックス型有機ＥＬ表示装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の態様について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、各図におい
て、同様又は類似した機能を発揮する構成要素には同一の参照符号を付し、重複する説明
は省略する。　
　なお以下の実施の形態では、アクティブマトリックス型表示装置の内、有機ＥＬ表示装
置について説明するが、本発明は有機ＥＬに限定されない。
【０００９】
　図１は、本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置を概略的に示す平面図である。　
　図１に示すように、有機ＥＬ表示装置は、パネルＤＰ、及びパネルＤＰを制御するコン
トローラＣＮＴを備えている。
【００１０】
　パネルＤＰには、ガラス板等の光透過性絶縁基板ＳＵＢ上にマトリクス状に配列され画
素領域を構成したｍ（列）×ｎ（行）個の表示画素ＰＸ、映像信号線ドライバＸＤＲ、走
査信号線ドライバＹＤＲ、各列に対応して設けられリセット電流回路領域を構成したｍ個
のリセット電流回路ＲＣ、走査回路ａ、ｂ及び走査制御回路ＳＣＮＴが設けられている。
【００１１】
　映像信号線ドライバＸＤＲは、表示画素ＰＸの各列に対応して設けられた複数の信号線
Ｘ（１～ｍ）を駆動する。走査信号線ドライバＹＤＲは、表示画素ＰＸの各行に対応して
設けられた複数の制御線（１～ｎ）を駆動する。なお、制御線は、各行に３本（ＳＬ１、
ＳＬ２、ＳＬ３）設けられている。
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【００１２】
　リセット電流回路ＲＣは各表示画素ＰＸにリセット電流を流す。走査回路ａ(ＳＣＮａ)
と走査回路ｂ(ＳＣＮｂ)は、リセット電流回路ＲＣを走査して駆動する。走査制御回路Ｓ
ＣＮＴは、リセット電流回路ＲＣ、走査回路ａ(ＳＣＮａ)と走査回路ｂ(ＳＣＮｂ)の動作
を制御する。
【００１３】
　図１に示すコントローラＣＮＴはパネルＤＰの外部に配置されたプリント回路基板上に
形成され、走査信号線ドライバＹＤＲ、映像信号線ドライバＸＤＲ及び走査制御回路ＳＣ
ＮＴを制御する。コントローラＣＮＴは外部から供給されるデジタル映像信号および同期
信号を受け取り、垂直走査タイミングを制御する垂直走査制御信号、および水平走査タイ
ミングを制御する水平走査制御信号を同期信号に基づいて発生する。そして、これら垂直
走査制御信号および水平走査制御信号をそれぞれ走査信号線ドライバＹＤＲおよび映像信
号線ドライバＸＤＲに供給すると共に、水平および垂直走査タイミングに同期してデジタ
ル映像信号を映像信号線ドライバＸＤＲに供給する。
【００１４】
　映像信号線ドライバＸＤＲは水平走査制御信号の制御により各水平走査期間において順
次得られる映像信号Ｄａｔａ１～Ｄａｔａｍをアナログ形式に変換し電流信号として複数
の信号線Ｘ（１～ｍ）に並列的に供給する。走査信号線ドライバＹＤＲは、シフトレジス
タ、出力バッファ等を含み、外部から供給される水平走査スタートパルスを順次次段に転
送し、出力バッファを介して各行の表示画素ＰＸに制御信号を供給する。
【００１５】
　図２は、電圧を映像信号とした有機ＥＬ表示装置の画素回路を示す図である。　
　有機ＥＬ表示装置は、ＥＬダイオード(ＥＬ)、第１スイッチＴＦＴ(ＳＷ１)、駆動ＴＦ
Ｔ(ＤＲＴ)、保持容量(Ｃｓ)、第２スイッチＴＦＴ(ＳＷ２)、第３スイッチＴＦＴ(ＳＷ
３)、第４スイッチＴＦＴ(ＳＷ４)及び書き込み容量(Ｃｋ)とで構成されている。
【００１６】
　第１スイッチＴＦＴ(ＳＷ１)は、ＥＬダイオードに流れる電流のオンオフ制御を行う。
駆動ＴＦＴ(ＤＲＴ)は、ＥＬダイオードに流す電流量を映像信号に基づいて制御する。保
持容量(Ｃｓ)は、駆動ＴＦＴに印加されるゲート・ソース間電圧を保持する。第２スイッ
チＴＦＴ(ＳＷ２)は、リセット電流を画素回路に送る。第３スイッチＴＦＴ(ＳＷ３)は、
リセット電流書き込み時にＤＲＴのゲート電極とドレイン電極とを短絡させる。第４スイ
ッチＴＦＴ(ＳＷ４)は、映像信号を画素回路に流す。書き込み容量(Ｃｋ)は、映像信号を
駆動ＴＦＴのゲート電極に与える。
【００１７】
　続いて画素回路の動作を説明する。　
　画素回路に映像信号を書き込む前には、まず駆動ＴＦＴのしきい値電圧ばらつきを補償
するためのリセット動作を行う。制御線ＳＬ１，２，３が駆動されて、第１スイッチＴＦ
Ｔは非導通状態にされ、第２、第３および第４スイッチＴＦＴは導通状態にされる。この
状態でアノードから駆動ＴＦＴを経由してリセット線ＲＬに一定のリセット電流を流すと
、駆動ＴＦＴのゲート・ソース間電圧はしきい値電圧などのＴＦＴ特性に因らずリセット
電流を流す状態にセットされ、その電圧は保持容量Ｃｓに保持される。　
　同時に映像信号線ＤＬにリセット電位が与えられる。このリセット電位は第４スイッチ
ＴＦＴを介して書き込み容量Ｃｋの一方の電極に与えられる。書き込み容量Ｃｋの他方の
電極は駆動ＴＦＴのゲート電位になっている。
【００１８】
　引き続いて第２および第３スイッチＴＦＴを非導通状態に変えて、映像信号の書き込み
動作を実行する。即ち、映像信号線ＤＬの電位をリセット電位から所定の信号電位に変位
させる。すると駆動ＴＦＴのゲート電位もその変位量に応じて変化し、その変化した電位
は保持容量Ｃｓによって保持される。　
　ここで、映像信号電圧Ｖsigのリセット電位からの変化量ΔＶsigと、駆動ＴＦＴのゲー
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ト電位Ｖｇｓの変化量ΔＶｇｓとは、式（１）で表される関係にある。従って、保持容量
Ｃｓには、リセット電位を基準として映像信号電圧の変化量に比例した電位が保持される
。
【００１９】
　　ΔＶｇｓ＝ΔＶsig　×Ｃｋ／（Ｃｋ＋Ｃｓ）　　・・・式（１）
　その後第４スイッチＴＦＴを非導通状態にして第１スイッチＴＦＴを導通状態にすると
、保持容量Ｃｓに保持された駆動ＴＦＴのゲート電位Ｖｇｓに応じた電流が駆動ＴＦＴお
よび第１スイッチＴＦＴ経由でＥＬダイオードに流れ、ＥＬダイオードは所定の輝度レベ
ルで発光する。
【００２０】
　図３は、画素回路から一定のリセット電流を吸い出すリセット電流回路ＲＣの構成を示
す図である。
【００２１】
　リセット電流回路ＲＣは、同一構成の定電流回路(ＣＣａ，ＣＣｂ)を並列に接続した構
成である。そして、リセット線ＲＬに接続されている第５ａおよび第５ｂスイッチＴＦＴ
(ＳＷ５ａ，ＳＷ５ｂ)が、どちらの定電流回路がリセット線ＲＬから定電流を吸い込むか
を選択する。　
　各々の定電流回路は、定電流ＴＦＴ(ＣＣＴａ，ＣＣＴｂ)、第２保持容量(Ｃｓ２ａ，
Ｃｓ２ｂ)、第６ａおよび第６ｂスイッチＴＦＴ(ＳＷ６ａ，ＳＷ６ｂ)、及び第７ａおよ
び第７ｂスイッチＴＦＴ(ＳＷ７ａ，ＳＷ７ｂ)とで構成されている。　
　定電流ＴＦＴ(ＣＣＴａ，ＣＣＴｂ)は、リセット線ＲＬから吸い出す電流量を制御する
。第２保持容量(Ｃｓ２ａ，Ｃｓ２ｂ)は、定電流ＴＦＴに印加されるゲート・ソース間電
圧Ｖｇｓを保持する。第６ａおよび第６ｂスイッチＴＦＴ(ＳＷ６ａ，ＳＷ６ｂ)は、リセ
ット電流の書き込み時に定電流ＴＦＴのゲート電極とドレイン電極とを短絡させる。第７
ａおよび第７ｂスイッチＴＦＴ(ＳＷ７ａ，ＳＷ７ｂ)は、リセット電流を定電流回路に送
る。
【００２２】
　リセット電流回路ＲＣと画素領域とは、リセット線ＲＬを介して第５ａおよび第５ｂス
イッチＴＦＴにより接続される。走査回路ａからの制御線は、リセット電流回路ＲＣの第
６ａ、第７ａスイッチＴＦＴのゲート電極に接続されている。走査回路ｂからの制御線は
、リセット電流回路ＲＣの第６ｂ、第７ｂスイッチＴＦＴのゲート電極に接続されている
。そして、各列の第６ａ、第７ａスイッチＴＦＴおよび第６ｂ、第７ｂスイッチＴＦＴの
ゲート電極は走査回路ａと走査回路ｂの出力により時間順次に導通もしくは非導通の電位
が印加される。　
　また、各列の第５ａおよび第５ｂスイッチＴＦＴのゲート電極は一括して走査制御回路
ＳＣＮＴからの制御線に接続され、総てに同時に導通もしくは非導通の電位が印加できる
ようになっている。
【００２３】
　続いて、リセット電流回路ＲＣの動作について説明する。　
　まず一方の定電流回路、例えば定電流回路ＣＣａにリセット電流を書き込む。走査制御
回路ＳＣＮＴは制御信号を出力して第５ａスイッチＴＦＴを非導通状態にし、走査回路ａ
は制御信号を出力して第６ａおよび第７ａスイッチＴＦＴを導通状態にする。この状態で
リセット電流供給源（不図示）が、リセット電流供給線から定電流ＴＦＴ(ＣＣＴａ)を経
由して低電位電源に一定のリセット電流を流す。そうすると定電流ＴＦＴのゲート・ソー
ス間電圧はしきい値電圧などのＴＦＴ特性に因らずリセット電流を流す状態にセットされ
、その電圧は第２保持容量(Ｃｓ２ａ)に保持される。
【００２４】
　この時もう一方の定電流回路ＣＣｂでは、走査回路ｂが制御信号を出力して第６ｂおよ
び第７ｂスイッチＴＦＴを非導通状態にし、走査制御回路ＳＣＮＴが制御信号を出力して
第５ｂスイッチＴＦＴを導通状態としている。従って、第５ｂスイッチＴＦＴ、定電流Ｔ
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ＦＴ(ＣＣＴｂ)を介してリセット線ＲＬから低電位電源にリセット電流が流れている状態
である。
【００２５】
　引き続いて走査回路ａが制御信号を出力して第６ａおよび第７ａスイッチＴＦＴを非導
通状態に変えた後、走査制御回路ＳＣＮＴが制御信号を出力して第５ａスイッチＴＦＴを
導通状態にする。そうすると、第２保持容量(Ｃｓ２ａ)に保持された駆動ＴＦＴのゲート
電位に応じた電流が第５ａスイッチＴＦＴおよび定電流ＴＦＴ(ＣＣＴａ)経由でリセット
線ＲＬから低電位電源に流れる。
【００２６】
　この時もう一方の定電流回路ＣＣｂは、リセット電流を書き込む動作を実行中である。
即ち、走査制御回路ＳＣＮＴは制御信号を出力して第５ｂスイッチＴＦＴを非導通状態に
し、走査回路ｂは制御信号を出力して第６ｂおよび第７ｂスイッチＴＦＴを導通状態にす
る。この状態でリセット電流供給源（不図示）が、リセット電流供給線から定電流ＴＦＴ
(ＣＣＴｂ)を経由して低電位電源に一定のリセット電流を流す。そうすると定電流ＴＦＴ
のゲート・ソース間電圧はしきい値電圧などのＴＦＴ特性に因らずリセット電流を流す状
態にセットされ、その電圧は第２保持容量(Ｃｓ２ｂ)に保持される。
【００２７】
　このように二つの定電流回路がリセット電流の書き込みとリセット電流の供給とを交互
に行うように駆動される。
【００２８】
　続いて、有機ＥＬ表示装置のリセット動作について説明する。　
　図４は、有機ＥＬ表示装置のリセット電流回路ＲＣの駆動電位を表す概略のタイムチャ
ートである。
【００２９】
　まず奇数フレーム(Ｋ，Ｋ＋２，・・・)においては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第
５ａスイッチＴＦＴを非導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを導通状態にする。
そして、上述のように奇数フレームでは定電流回路ＣＣａにリセット電流を書き込み、画
素回路から吸い出したリセット電流を定電流回路ＣＣｂに流す。
【００３０】
　具体的には、対応するフレーム期間に走査回路ａにより第６ａおよび第７ａスイッチＴ
ＦＴを順次導通状態にしていくことで各列に対応した定電流回路ＣＣａに所定のリセット
電流を順次書き込む。そして総ての定電流回路ＣＣａへのリセット電流の書き込みが終了
し、さらにこのフレーム期間での画素回路への書き込みが終了して偶数フレーム(Ｋ＋１
，Ｋ＋３，・・・)に移行した時に、走査制御回路ＳＣＮＴは第５ｂスイッチＴＦＴを非
導通状態にし、第５ａスイッチＴＦＴを導通状態にする。これによって偶数フレームにお
いては定電流回路ＣＣａによりリセット電流を画素回路から吸い出すことができ、定電流
回路ＣＣｂにリセット電流を書き込むことができる。　
　ところで図３に示すリセット電流回路ＲＣでは第６ａあるいは第６ｂスイッチＴＦＴの
リーク電流により、書き込まれたリセット電流に対応して保持された定電流ＴＦＴのゲー
ト電位が経時的に変化する。その結果、リセット線ＲＬを介して画素ＰＸから吸い出せる
電流が書き込まれたリセット電流とは異なったものになってしまう。
【００３１】
　さらに図４に示したように列に対応して設けられたリセット電流回路ＲＣは時間順次で
走査されるため、リセット電流の書き込みが完了してからリセット電流が吸い出されるま
での時間、即ち保持時間が徐々に変化する。従って、リセット線ＲＬから吸い出せる電流
量も列方向に徐々に変化することになる。リセット線ＲＬから吸い出す電流量は発光電流
の基準となる電流であるため、これが徐々に変化すると列方向での発光電流も変化するこ
とになり、画面左右方向の輝度に傾斜を生じさせる。
【００３２】
　　〔バリエーション１〕　
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　図５は、バリエーションに係るリセット電流回路ＲＣの駆動電位を表す概略のタイムチ
ャートである。
【００３３】
　まずＫフレームにおいては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第５ａスイッチＴＦＴを非
導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを導通状態にする。そして上述のように定電
流回路ＣＣａにリセット電流を書き込み、画素回路から吸い出したリセット電流を定電流
回路ＣＣｂに流す。　
　具体的には、対応するフレーム期間において、走査回路ａはリセット電流回路ＲＣの第
１列から第ｍ列まで時間順次で選択電位を印加して、各列に対応した定電流回路ＣＣａに
所定のリセット電流を第１列から第ｍ列まで時間順次で書き込む。
【００３４】
　続くｋ＋１フレームにおいては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第５ａスイッチＴＦＴ
を導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを非導通状態にする。こうすることでリセ
ット電流を画素回路から吸い出して定電流回路ＣＣａに流し、リセット電流を定電流回路
ＣＣｂに書き込む。　
　そしてこのフレームの間に走査回路ｂによりリセット電流回路ＲＣに第ｍ列から第１列
まで時間順次で選択電位が印加され、所定のリセット電流が各列に対応した定電流回路Ｃ
Ｃｂに第ｍ列から第１列まで時間順次で書き込まれる。　
　以降これら２つのフレームの動作が繰り返される。
【００３５】
　以上述べたような駆動方法によれば、リセット電流保持時間が列方向に異なることに起
因する定電流回路ＣＣａでのリセット電流量の列方向への傾斜と、定電流回路ＣＣｂでの
リセット電流量の列方向への傾斜とがちょうど逆の関係になる。その結果Ｋフレームで生
じる発光輝度の列方向傾斜とＫ＋１フレームで生じる発光輝度の列方向傾斜とが逆の関係
になり、表示装置としては列方向に輝度傾斜の無い表示を得ることができる。
【００３６】
　　〔バリエーション２〕　
　図６は、バリエーションに係るリセット電流回路ＲＣの駆動電位を表す概略のタイムチ
ャートである。
【００３７】
　まずＫフレームにおいては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第５ａスイッチＴＦＴを非
導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを導通状態にする。そして上述のように定電
流回路ＣＣａにリセット電流を書き込み、画素回路から吸い出したリセット電流を定電流
回路ＣＣｂに流す。　
　具体的には、対応するフレーム期間において、走査回路ａはリセット電流回路ＲＣの第
１列から第ｍ列まで時間順次で選択電位を印加して、各列に対応した定電流回路ＣＣａに
所定のリセット電流を第１列から第ｍ列まで時間順次で書き込む。
【００３８】
　続くｋ＋１フレームにおいては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第５ａスイッチＴＦＴ
を導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを非導通状態にする。こうすることでリセ
ット電流を画素回路から吸い出して定電流回路ＣＣａに流し、リセット電流を定電流回路
ＣＣｂに書き込む。　
　そしてこのフレームの間に走査回路ｂによりリセット電流回路ＲＣに第１列から第ｍ列
まで時間順次で選択電位が印加され、所定のリセット電流が各列に対応した定電流回路Ｃ
Ｃｂに第１列から第ｍ列まで時間順次で書き込まれる。
【００３９】
　引き続きＫ＋２フレームにおいては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第５ａスイッチＴ
ＦＴを非導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを導通状態にする。そして上述のよ
うに定電流回路ＣＣａにリセット電流を書き込み、画素回路から吸い出したリセット電流
を定電流回路ＣＣｂに流す。　
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　そしてこのフレームの間に走査回路ａによりリセット電流回路ＲＣに第ｍ列から第１列
まで時間順次で選択電位が印加され、所定のリセット電流が各列に対応した定電流回路Ｃ
Ｃｂに第ｍ列から第１列まで時間順次で書き込まれる。
【００４０】
　さらに続くＫ＋３フレームにおいては、走査制御回路ＳＣＮＴが総ての第５ａスイッチ
ＴＦＴを導通状態にし、総ての第５ｂスイッチＴＦＴを非導通状態にする。そして上述の
ように定電流回路ＣＣｂにリセット電流を書き込み、画素回路から吸い出したリセット電
流を定電流回路ＣＣａに流す。　
　そしてこのフレームの間に走査回路ｂによりリセット電流回路ＲＣに第ｍ列から第１列
まで時間順次で選択電位が印加され、所定のリセット電流が各列に対応した各列に対応し
た定電流回路ＣＣｂに第ｍ列から第１列まで時間順次で書き込まれる。　
　以降これらの４フレームの動作が繰り返される。
【００４１】
　以上述べたような駆動方法によれば、リセット電流保持時間が列方向に異なることに起
因する定電流回路ＣＣａでのリセット電流量の列方向への傾斜がｋフレームとｋ＋２フレ
ームとでちょうど逆の関係になる。またリセット電流保持時間が列方向に異なることに起
因する定電流回路ＣＣｂでのリセット電流量の列方向傾斜もｋ＋１フレームとｋ＋３フレ
ームとでちょうど逆の関係になる。その結果ｋフレームで生じる発光輝度の列方向傾斜と
ｋ＋２フレームで生じる発光輝度の列方向傾斜ともちょうど逆の関係になり、またｋ＋１
フレームで生じる発光輝度の列方向傾斜とｋ＋３フレームで生じる発光輝度の列方向傾斜
ともちょうど逆の関係になり、表示装置としては列方向に輝度傾斜の無い表示を得ること
ができる。
【００４２】
　　〔本実施の形態の効果〕　
　本実施の形態のアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置では、リセット電流を用いて
画素回路の駆動ＴＦＴをしきい値電圧などのＴＦＴ特性に因らない状態に設定する。従っ
て、階調再現性のばらつきが発生するのを抑制することができる。
【００４３】
　また、本実施の形態のアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置では、リセット電流の
変化に対応して発生する輝度傾斜を抑制することができる。
【００４４】
　リセット電流の変化の大小はリセット電流が書き込まれてからの保持時間に依存する。
そして保持時間は書き込み順に依存するため、書き込みの走査方向が一方向であると列ご
とのリセット電流の大小関係間が固定化され、これが輝度傾斜となって現れてしまう。　
　そこで上述の実施の形態で説明したように、書き込みの走査方向を双方向とする。そし
て、単独のフレームでは存在する輝度傾斜をフレームごとで逆方向の輝度傾斜にし、複数
のフレーム間で平均化することで輝度傾斜を抑制させる。　
　その結果、リセット電流回路内において、ＴＦＴリークによるリセット電流の変化が生
じた場合でも、画面左右方向の輝度傾斜が無いアクティブマトリックス型有機ＥＬ表示装
置を提供することができる。
【００４５】
　更に、本実施の形態のアクティブマトリクス型有機ＥＬ表示装置では、パネル上にリセ
ット電流回路を設けている。従って、外部にこれらの回路を設ける場合に比してコストの
増加を抑制することができる。
【００４６】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一態様に係る有機ＥＬ表示装置を概略的に示す平面図。
【図２】電圧を映像信号とした有機ＥＬ表示装置の画素回路を示す図。
【図３】画素回路から一定のリセット電流を吸い出すリセット電流回路の構成を示す図。
【図４】有機ＥＬ表示装置のリセット電流回路の駆動電位を表す概略のタイムチャート。
【図５】バリエーションに係るリセット電流回路の駆動電位を表す概略のタイムチャート
。
【図６】バリエーションに係るリセット電流回路の駆動電位を表す概略のタイムチャート
。
【符号の説明】
【００４８】
　ＤＰ…ＥＬパネル、ＣＮＴ…コントローラ、ＳＵＢ…光透過性絶縁基板、ＰＸ…表示画
素、ＸＤＲ…映像信号線ドライバ、ＹＤＲ…走査信号線ドライバ、ＲＣ…リセット電流回
路、ＳＣＮＴ…走査制御回路、ＲＬ…リセット線、ＤＬ…映像信号線、Ｃｓ…保持容量、
Ｃｋ…書き込み容量。

【図１】 【図２】

【図３】
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